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後藤博三 (富山大 ･院 ･和漢診療),藤本孝子 (富山大･
和漢薬研究所)
｢癖血｣は東洋医学的病理概念の一つで,現代医学的
には微小循環障害を主とする病態ととらえられている.
その治療薬である当帰苛薬散の作用機序をアカゲザル
を用い検討した.アカゲザルに1g仙ead/dayの当帰巧薬
散エキスを経口投与した.2ケ月間投与後,肝生検を実
施し,低酸素応答関連因子の迫伝子発現をRC-PCR法を
用い検討した.また,糞便を採取し,腸内細菌の変動を
pcR法により解析した.
-91-
